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R5 年度
BIM/CIM 適用の動向



BIM/CIM 適用の動向
適用の範囲 ※第7回 BIM/CIM 推進委員会資料より

https://www.mlit.go.jp/tec/content/001464928.pdf


BIM/CIM 適用の動向
R5 年度の BIM/CIM 適用について

第9回 BIM/CIM 推進委員会 BIM/CIM 関連基準要領等（令和５年３月）

https://www.mlit.go.jp/tec/tec_tk_000102.html
https://www.mlit.go.jp/tec/tec_fr_000115.html


R5 年度実施内容の概要

 R5 年度の取り組み

o 活用内容に応じた 3 次元モデルの作成・活用

o Data-Sharingの実施（発注者によるデータ共有）

 項目

o 義務：全ての詳細設計・施工に適用

• 「視覚化による効果」を中心とした
未経験者でも取組可能な内容を設定

o 推奨：一定規模・難易度以上の事業に適用

• 義務項目に加えて 1 個以上の項目に取り組む

• 該当しない事業でも積極的な活用を推奨

• 生産性向上に資すると考えられる活用方法の
積極的な採用

BIM/CIM 適用の動向

調査・計画

概略・
予備設計

詳細設計

施工

維持管理

義務項目 推奨項目

すべての事業で
活用目的に基づいて実施

＜詳細設計＞

• 出来上がり
全体イメージの確認

• 特定部の確認
（2次元図面照査）

＜施工＞

• 施工計画の検討

• 2次元図面の理解補助

• 現場作業員等への説明

一定規模・難易度の
事業において

義務項目＋1個以上実施

＜設計・施工＞

• 重ね合わせによる確認

• 現場条件の確認

• 施工ステップの確認

＜設計＞

• 事業計画の検討

＜施工＞

• 施工管理での活用

• 不可視部の
3次元モデル化

など



R5 年度 BIM/CIM 適用方針（義務項目）

BIM/CIM 適用の動向
BIM/CIM 関連基準要領等（令和５年３月）

BIM/CIM 適用に係る参考資料

 余計なモデル作成・加工は不要

 LOD 200 も OK

 属性情報は大幅に簡略化

https://www.mlit.go.jp/tec/content/001590426.pdf


R5 年度 BIM/CIM 適用方針（推奨項目）

BIM/CIM 適用の動向
BIM/CIM 関連基準要領等（令和５年３月）

BIM/CIM 適用に係る参考資料

 大規模業務、条件が複雑な
業務では、該当しないもの
でも積極的な活用を推奨

 視覚化による効果に関して、
概略・予備設計も対象

https://www.mlit.go.jp/tec/content/001590426.pdf


R5 年度 BIM/CIM 適用方針（その他の留意点）

 BIM/CIM 適用業務にて、発注者が確認する事項

o 3 次元モデルの作成内容の確認

• BIM/CIM 実施計画書で示した 3 次元モデルが作成されている

• 無償ビューワで 3 次元モデルを閲覧可能であるなど

o BIM/CIM 実施報告書の記載内容の確認

o 電子成果品の納品内容の確認

• 電子納品要領に基づき BIM/CIM フォルダが作成されている

• オリジナルデータに加え、IFC または J-LandXML の
データも格納されている

 業務費の積算

o 見積を徴収して積算

BIM/CIM 適用の動向

BIM/CIM 関連基準要領等（令和５年３月）
別紙３：BIM/CIM 適用業務実施要領

モデル 納品形式

地形モデル

オリジナルファイル、

J-LandXML
線形モデル

土工形状モデル

構造物モデル オリジナルファイル、IFC

地質・土質モデル
オリジナルファイル

統合モデル

電子納品に関する要領・基準
土木設計業務等の電子納品要領

https://www.mlit.go.jp/tec/content/001590436.pdf
http://www.cals-ed.go.jp/mg/wp-content/uploads/design91.pdf


3 次元モデルの活用：義務項目

活用効果 活用目的 適用ケース 活用段階

視覚化に
よる効果

出来上がりの
全体イメージ

• 住民説明、関係者協議等で説明する機会がある場合
• 景観の検討を要する場合

詳細設計

特定部の確認
（2 次元図面の確認補助）

• 特定部を有する場合
※特定部は、複雑な箇所、既設との干渉箇所、工種間の連携が必要な箇所等。

詳細度 300 までで確認できる範囲を対象

BIM/CIM 適用の動向



3 次元モデルの活用：推奨項目

BIM/CIM 適用の動向

活用効果 活用目的 適用ケース 活用段階

視覚化に
よる効果

重ね合わせによる確認
3 次元モデルに複数の情報を重ね合わせて表示することにより、
位置関係にずれ、干渉がないか等を確認する。
（例：官民境界・地質・崩壊地範囲など）

概略設計
予備設計
詳細設計

現場条件の確認
3 次元モデルに重機等を配置し、近接物の干渉等、施工に
支障がないか確認する

施工ステップの確認
一連の施工工程のステップごとの3次元モデルで
施工可能かどうかを確認する

事業計画の検討 3 次元モデルで複数の設計案を作成し、最適な事業計画を検討する



3 次元モデルの活用：推奨項目（事例集一覧に記載のある項目）

BIM/CIM 適用の動向

活用効果 活用目的 適用ケース 活用段階

視覚化に
よる効果

視認性の確認
3次元モデルにおいて歩行者や車の走行の視点から死角、
信号・看板等の視認性を確認する。

概略設計
予備詳細
詳細設計

点検スペース等の確認
維持管理等の点検時の動線の確認や作業スペース等を
3次元モデル上で視点移動等をすることにより確認する。

鉄筋の干渉チェック 3次元モデルで鉄筋の干渉を確認する。

省力化・
省人化

概算・施工数量算出 3次元モデルを利用し、体積、面積、数量等を算出する。

ICT 土工での活用
設計で作成した3次元モデルをもとにICT建機等に取り込み
施工に利用する。

精度の向上
解析・
シミュレーション

3次元モデルでシミュレーションを行い、
2次元より精度の高い解析を行う。
※日照、騒音、浸水など（構造解析等は含まない）

情報収集等
の容易化

維持管理への
データ引継

施工等での写真、品質情報等を3次元モデルに紐づけ、
データを探しやすくする。

https://www.mlit.go.jp/tec/content/001510007.pdf


第９回 BIM/CIM 推進委員会 ／ 参考資料２ 義務項目・推奨項目（例）一覧

BIM/CIM 適用の動向

掲載事例の要点を整理 全事例をスライド一枚ずつで紹介

https://www.mlit.go.jp/tec/content/001510007.pdf


“義務項目、推奨項目事例集” に掲載の事例と使用ソフト（設計系 1）
No 義務/推奨 分類 受注者 工種 LOD 使用ソフト

2義務 出来あがり全体イメージの確認 (株) オリエンタルコンサルタンツ 橋梁 200 AutoCAD, Civil 3D, Navisworks, InfraWorks
3義務 出来あがり全体イメージの確認 国土砂防技術・砂防エンジニアリング設計共同体 砂防 300 AutoCAD, Navisworks, TREND-POINT, V-nasClair
4義務 特定部の確認 パシフィックコンサルタンツ (株) 道路 200 AutoCAD, Civil 3D
5義務 特定部の確認 大日本コンサルタント (株) 道路 300 Navisworks Freedom
6義務 特定部の確認 八千代エンジニヤリング (株) 河川 外形 300 / ディテール 400 Civil 3D, Revit
7義務 特定部の確認 (株) 復建技術コンサルタント 道路 下部工 300 / 上部工 400 Civil 3D, Navisworks, V-nasClair, APOLLO
8義務 特定部の確認 大日本コンサルタント (株) 道路 300 AutoCAD, Civil 3D, Navisworks
9義務 特定部の確認 (株) 東京建設コンサルタント 道路 300 Civil 3D

10義務 特定部の確認 大日本コンサルタント (株) 道路 300 Civil 3D, Navisworks, 3ds Max
11義務 特定部の確認 東京コンサルタンツ (株) 橋梁 200 ~ 400 Civil 3D, BeCIM
12推奨 視認性の確認 復建調査設計 (株) 道路 構造物 200 / 土工 300 Civil 3D, Navisworks, InfraWorks, CALS Tools
13推奨 点検スペース等の確認 (株) 駒井ハルテック 道路 300 AutoCAD
14推奨 点検スペース等の確認 (株) 長大 橋梁 300 Autodesk
15推奨 点検スペース等の確認 (株) 復建技術コンサルタント 道路 下部工 300 / 上部工 400 Civil 3D, Navisworks, V-nasClair, APOLLO
16推奨 重ね合わせによる確認 パシフィックコンサルタンツ (株) 道路 300 AutoCAD, Civil 3D, Navisworks, InfraWorks, Acrobat
17推奨 重ね合わせによる確認 建設技術研究所・相愛設計設計共同体 砂防 土工 200 / 構造物 300 Civil 3D. Navisworks Freedom
18推奨 重ね合わせによる確認 東京コンサルタンツ (株) 橋梁 200 ~ 400 Civil 3D, BeCIM
19推奨 重ね合わせによる確認 セントラルコンサルタント (株) ダム 300 ~ 400 Civil 3D, InfraWorks, ReCap, V-nasClair, TREND-POINT
20推奨 重ね合わせによる確認 三井共同建設コンサルタント (株) 道路 200 Civil 3D, InfraWorks
21推奨 重ね合わせによる確認 セントラルコンサルタント (株) ダム 300 ~ 400 Civil 3D, InfraWorks, ReCap, V-nasClair, TREND-POINT
22推奨 重ね合わせによる確認 (株) 建設技術研究所 砂防 300 Civil 3D, Navisworks
23推奨 重ね合わせによる確認 (株) フジヤマ 砂防 200 Civil 3D, Navisworks, InfraWorks
24推奨 重ね合わせによる確認 (株) オリエンタルコンサルタンツ 橋梁 200 AutoCAD, Civil 3D, Navisworks, InfraWorks
25推奨 重ね合わせによる確認 セントラルコンサルタント (株) ダム 300 ~ 400 Civil 3D, InfraWorks, ReCap, V-nasClair, TREND-POINT

オートデスク製品を使用するケース (赤字がオートデスク製品) 他社製品のみを使用するケース凡例：



“義務項目、推奨項目事例集” に掲載の事例と使用ソフト（設計系 2）
No 義務/推奨 分類 受注者 工種 LOD 使用ソフト

26推奨 重ね合わせによる確認 (株) 復建技術コンサルタント 橋梁 200 ~ 400 Navisworks, InfraWorks, V-nasClair
27推奨 重ね合わせによる確認 中央復建コンサルタンツ (株) 道路 300 ~ 400 Civil 3D, Navisworks
28推奨 重ね合わせによる確認 (株) 愛媛建設コンサルタント 道路 - GEO-CRE, OCTAS
29推奨 鉄筋の干渉チェック 大日本コンサルタント (株) 道路 400 Navisworks
34推奨 現場条件の確認 大日本コンサルタント (株) 道路 300 AutoCAD, Civil 3D, Navisworks, 3ds Max
39推奨 現場条件の確認 復建調査設計 (株) 道路 構造物 200 / 土工 300 Civil 3D, Navisworks, InfraWorks, CALS Tools
41推奨 後工程での 3D 地質モデルの活用 広建コンサルタンツ (株) 地質調査 - GEO-CRE, GEORAMA for Civil 3D
42推奨 施工ステップの確認 パシフィックコンサルタンツ (株) 道路 200 AutoCAD, Civil 3D
44推奨 施工ステップの確認 三井共同建設コンサルタント (株) 橋梁 300 Civil 3D, Navisworks
45推奨 施工ステップの確認 (株) 建設技術研究所 河川 300 Civil 3D, Navisworks, InfraWorks

47推奨 事業計画の検討 八千代エンジニヤリング (株) 道路 100 ~ 300 Navisworks, InfraWorks, GEORAMA for Civil 3D, 
APS-Z Win, APS-MarkIV Win

48推奨 事業計画の検討 中央コンサルタンツ (株) 道路 - Navisworks, V-nasClair
49推奨 事業計画の検討 建設技術研究所・JACIC 共同体 ダム 300 ArcGIS Enterprise
53推奨 広報での活用 八千代エンジニヤリング (株) 河川 外形 300 / ディテール 400 Civil 3D, Revit
54推奨 概算数量の算出 (株) 建設技術研究所 河川 300 Civil 3D, Navisworks, InfraWorks
64推奨 解析・シミュレーション パシフィックコンサルタンツ (株) 橋梁 400 AutoCAD, Civil 3D, Revit, Navisworks, InfraWorks
65推奨 解析・シミュレーション 中央復建コンサルタンツ (株) トンネル 200 ~ 400 Civil 3D, Navisworks, Navis+
66推奨 情報収集等の効率化 (株) 復建技術コンサルタント 橋梁 200 ~ 400 V-nasClair, APOLLO
67推奨 情報収集等の効率化 中央復建コンサルタンツ (株) 道路 300 ~ 400 Civil 3D, Navisworks

オートデスク製品を使用するケース (赤字がオートデスク製品) 他社製品のみを使用するケース凡例：



Autodesk 製品を使用
90.7%

他社製品のみ使用
9.3%

“義務項目、推奨項目事例集” における

オートデスク製品使用率（設計系）



 検討方針

o R5 年度：BIM/CIM 適用数の増加

o R6 年度～：高度なデータ活用

 高度なデータ活用とは？

o 「人の作業」から
「コンピュータの処理」へ

o デジタルデータとしての
BIM/CIM活用

o 「デジタル技術を前提とする変革」
を目指す

BIM/CIM 適用の動向
R6 年度以降の検討 BIM/CIM 関連基準要領等（令和５年３月）

BIM/CIM 適用に係る参考資料

https://www.mlit.go.jp/tec/content/001590426.pdf


 業界動向・各社の取り組み

o 3 次元を活用した設計業務の実施

• 設計の比較検討や合意形成

• 設計意図の理解や技術継承（人材育成）

• プログラムによる自動設計・自動照査

例）日本工営様

o データベースを活用した設計業務の変革

• データベースを基軸に、3 次元モデルや構造計算、
数量計算書が出力されるシステム

例）建設技術研究所様

BIM/CIM 適用の動向
高度なデータ活用（R6 年度以降の BIM/CIM 適用の先取り）取組例

業務の効率化・設計成果の品質向上
に向けた各社独自の取り組み

＝競争領域

建設技術研究所開発「3次元設計支援システム」技術発表会

日本工営における自動設計システムの取り組み
〜地すべり・斜面対策工設計の高度化・効率化の実現〜

https://bim-design.com/infra/online-seminar/ctie/
https://bim-design.com/infra/online-seminar/n-koei/
https://bim-design.com/infra/online-seminar/n-koei/


Autodesk ソリューション
による BIM/CIM 適用への対応



AEC Collection
主要ソフトウェア

点群データの
可視化・編集

• 点群読込／編集

• 写真測量

2D/3D 汎用CAD
• 2D CAD
• 図面作成／編集

• 3Dモデル作成

クラウドベースの
共通データ環境

• 2D/3Dビューワ

• データ共有

• バージョン管理

• コミュニケーション

土木設計・施工
汎用 3D CAD
• 線形作成

• 縦横断図作成

• 土工／線形構造物
3Dモデリング

• 土量算出

• J-LandXML入出力

コンセプト
デザインツール

• 現況モデル

• 土工／線形構造物
3Dモデリング

• 統合モデル

• 合意形成モデル

• シミュレーション
（地形、日照、水位）

構造設計
BIM/CIMツール

• 土木構造物
3Dモデリング

• 配筋モデリング

• 数量計算／集計

• 属性情報の付与

• 図面作成

• IFC入出力

施工計画・
レビューツール

• 統合モデル

• 施工ステップ
シミュレーション

• 干渉チェック

• アニメーション

• 施工情報可視化



3D モデル作成（義務項目：設計／推奨項目：設計・施工）：活用目的に応じて複数製品を使い分け

義務項目・推奨項目への対応イメージ

AEC Collection による対応

公開情報

・基盤地図情報など

モデルビルダー

点群データ 地形モデル

統合モデル現況モデル

土工モデル 構造物モデル 汎用モデル

3D モデル活用（義務・推奨項目：設計・施工）：次頁以降で対応製品例を紹介

出来上がり
全体イメージ

の共有
特定部の確認

施工計画の
検討補助

2 次元図面の
理解補助

現場作業員等
への説明

その他
推奨項目

※ 3D モデル作成に関する参考情報

・BIM design：自己学習コンテンツ・イベント情報等

・参考ウェビナー：3D・BIM/CIM モデルを作成する製品選択

https://bim-design.com/infra/online-seminar/aec-collection-modeling/
https://bim-design.com/infra/online-seminar/aec-collection-modeling/


 出来上がりの全体イメージの確認

o 出来あがりの完成形状を 3 次元モデルで
視覚化することで、関係者で全体イメージの
共有を図る。

 活用例

o 関係者間でのイメージ共有・合意形成

o 現地踏査への活用

o 構造形式比較

o 景観変化予測

o 施工計画・工事進捗管理

 対応製品例：

AEC Collection による対応
義務項目：詳細設計

動画

動画



 特定部の確認（2 次元図面の確認補助）

o 2 次元では表現が難しい箇所を 3 次元モデルで
視覚化することで、関係者の理解促進や
2 次元図面の精度向上を図る。

• 複数線形、立体交差、埋設物、既設構造物、
複数工種、高低差のある土工、接続部分など

 活用例

o 隣接工事、既設・地下埋設物との干渉確認

o 構造物、付属物、土工などの取り合い確認

o 設計照査

o 維持管理の妥当性精査

 対応製品例：

AEC Collection による対応
義務項目：詳細設計

第9回BIM/CIM推進委員会（2023年1月19日）
参考資料2 義務・推奨項目（例）一覧より画像引用

動画

https://www.mlit.go.jp/tec/content/001510007.pdf


 重ね合わせによる確認

o 3 次元モデルに複数の情報を重ね合わせて
表示することにより、位置関係にずれ、
干渉等がないか等を確認する。

• 用地取得、建築限界、生物生息範囲、水位、
騒音・振動範囲、地質条件・地すべり分布など

 活用例

o 用地境界・建築限界の確認

o 設計選択肢の調査

o 周辺環境への影響確認

o 地形・地質条件の可視化

 対応製品例：

AEC Collection による対応
推奨項目：設計・施工（可視化による効果）

第9回BIM/CIM推進委員会（2023年1月19日）
参考資料2 義務・推奨項目（例）一覧より画像引用

https://www.mlit.go.jp/tec/content/001510007.pdf


 現場条件の確認

o 3 次元モデルに重機等を配置し、近接物の
干渉等、施工に支障がないか確認。

o AR、VR 等による現地との比較。

 活用例

o クレーン旋回時の障害物の確認

o 建設機械の配置検討

o 危険予知活動への活用

o XR を活用した施工計画検討、施工状況・行程
等の把握や鉄筋の干渉確認

 対応製品例：

AEC Collection による対応
推奨項目：設計・施工（可視化による効果）

動画

第9回BIM/CIM推進委員会（2023年1月19日）
参考資料2 義務・推奨項目（例）一覧より画像引用

https://www.mlit.go.jp/tec/content/001510007.pdf


 施工ステップの確認

o 一連の施工工程のステップごとの3次元
モデルで施工可能かどうかを確認する。

 活用例

o 施工計画の妥当性の確認

o 複数工事における干渉確認

o 隣接工事との調整への活用

 対応製品例：

AEC Collection による対応
推奨項目：設計・施工（可視化による効果）

動画

第9回BIM/CIM推進委員会（2023年1月19日）
参考資料2 義務・推奨項目（例）一覧より画像引用

https://www.mlit.go.jp/tec/content/001510007.pdf


 事業計画の検討

o 3 次元モデルで複数の設計案を作成し、最適な
事業計画を検討。

 活用例

o 整備形態の比較検討

o 設計比較検討

o GIS を活用した広範囲の統合事業管理

 対応製品例：

AEC Collection による対応
推奨項目：設計（可視化による効果）

リンク付き

https://www.youtube.com/watch?v=Xql8fO51ZJw


 視認性・点検スペースの確認
（事例一覧に記載）

o 3 次元モデルにおいて歩行者や車の走行の
視点から死角、信号・看板等の視認性を
確認する。

o 維持管理等の点検時の動線の確認や
作業スペース等を3次元モデル上で
視点移動等をすることにより確認する。

 活用例

o 計画の可視化による関係者協議・合意形成

o 検査路の通行性の確認・点検の確実性の照査

 対応製品例：

AEC Collection による対応
推奨項目：設計・施工（可視化による効果）

動画

第9回BIM/CIM推進委員会（2023年1月19日）
参考資料2 義務・推奨項目（例）一覧より画像引用

https://www.mlit.go.jp/tec/content/001510007.pdf


 鉄筋の干渉チェック（事例一覧に記載）

o 3 次元モデルで鉄筋の干渉を確認する。

 活用例

o 過密配筋部における干渉確認

o 橋梁上部工・下部工の構造内部の干渉確認

o 設計図面照査

o 補助工法やアンカーとの干渉確認

 対応製品例：

AEC Collection による対応
推奨項目：設計・施工（可視化による効果）

第9回BIM/CIM推進委員会（2023年1月19日）
参考資料2 義務・推奨項目（例）一覧より画像引用

https://www.mlit.go.jp/tec/content/001510007.pdf


 概算・施工数量算出（事例一覧に記載）

o 3 次元モデルを利用し、体積、面積、数量等を
算出する。

 活用例

o 工区ごとの数量算出

o 複数設計案の比較検討用の数量算出

o 起工測量結果を活用した設計数量照査

 対応製品例：

AEC Collection による対応
推奨項目：設計・施工（省力化・省人化）

動画

動画



 ICT 土工での活用（事例一覧に記載）

o 設計で作成した 3 次元モデルを基に、
ICT 建機などに取り込んで施工に活用する。

 活用例

o 土工の完成形状の作成

o 起工測量 or 途中計測と比較しながら施工

 対応製品例：

AEC Collection による対応
推奨項目：設計・施工（省力化・省人化）



 3 次元モデルを利用した解析・
シミュレーション（事例一覧に記載）

o 3 次元モデルでシミュレーションを行い、
2 次元より精度の高い解析を行う。

• 日照、騒音、浸水など（構造解析等は含まない）

 活用例

o 架橋による日照阻害シミュレーション

o 施工時の騒音に対する対策照査

 対応製品例：

AEC Collection による対応
推奨項目：設計・施工（精度の向上）

動画

動画



 後工程・維持管理へのデータ引継
（事例一覧に記載）

o 施工等での写真、品質情報等を 3 次元モデルに
紐づけ、データを探しやすくする。

o 施工後不可視部分の 3 次元モデルを作成し、維
持管理・修繕に活用する。

 活用例

o 点検時に使用する部材番号や損傷情報を
属性情報として付与

o プラットフォームとしての統合モデル活用

 対応製品例：

AEC Collection による対応
推奨項目：詳細設計・施工（情報収集等の容易化）

第9回BIM/CIM推進委員会（2023年1月19日）
参考資料2 義務・推奨項目（例）一覧より画像引用

https://www.mlit.go.jp/tec/content/001510007.pdf


参考情報



Autodesk Japan の Web サイト”BIM Design”
参考情報

製品紹介 トレーニング教材
https://bim-design.com/infra/product/ https://bim-design.com/infra/training/

https://bim-design.com/infra/
https://bim-design.com/infra/product/
https://bim-design.com/infra/training/


Autodesk Japan の Web サイト”BIM Design”
参考情報

ユーザ事例 セミナー情報
https://bim-design.com/infra/case/ https://bim-design.com/infra/event/

https://bim-design.com/infra/
https://bim-design.com/infra/case/
https://bim-design.com/infra/event/


今後のウェビナー

参考情報

AI を活用するための BIM/CIM
〜 ChatGPT など LLM と設計業務を連携させる仕組みを考える〜

 “AI を活用するためのツール”として BIM/CIM を位置づけ、
BIM/CIM が可能にすることを紹介

 05/10 13:30-

 参加申し込みは下記から

https://bim-design.com/infra/event/ai-bim-cim/

日本工営様 事例セミナー（２）

 5 月 17 日 11:00-

 まもなく募集開始

https://bim-design.com/infra/event/ai-bim-cim/


InfraWorks と Navisworks の機能比較 (Link)

 主な機能を 1 vs 1 で比較整理

o 各種データの読込と 3D モデルの統合

o アニメーションの作成

o シミュレーション …など

参考情報

※ 2023/04/19 時点 資料は今後更新の可能性あり

https://bim-design.com/infra/assets/file/infraworks_vs_navisworks.pdf?ver1.0.0


Summary
鳥取市に本社を置くアサヒコンサルタントはオートデスクの

BIM/CIM ソリューションを導入した結果、若手社員も難しい設計業

務をこなし、作業スピードも大幅に向上させた。そのきっかけは

Revit や Civil 3D などを使いこなす学生アルバイトの入社だった。

Keyword
・若手社員が Civil 3D で見せた設計力

・BIM/CIM モデルで設計情報を一元化

・Generative Design で設計業務を自動化

・iPad Pro で点群計測、BIM/CIM で検討

・新入社員が BIM/CIM の社内普及に貢献

Software

（PDF）若手社員が BIM/CIM 活用をリードする

（動画）若手社員が BIM/CIM 活用をリードする

アサヒコンサルタント様

http://bim-design.com/infra/case/asahi-consultant.html
http://bim-design.com/infra/case


若手社員が BIM/CIM 活用をリードする

アサヒコンサルタント様

http://bim-design.com/infra/case/asahi-consultant.html


（PDF）大日コンサルタントの DX を支える BIM/CIM 自動化戦略

（動画）BIM/CIMによるデータ活用と人材育成の取り組み

 デジタル技術で経営課題を解決する DX 戦略

o 業界が抱える課題を解決するための取り組み

o 「コネクト」をコンセプトとした 4 つの柱

 「遊び心」を大切にした BIM/CIM 内製化

o 楽しみながらスキルを身につける

 Civil 3D と Dynamo で 3D モデルを自動作成

o 解析ソフトのデータから 3D モデルを作成

o 3D モデリングの時間を 1/10 程度に削減

大日コンサルタント様

Software

https://bim-design.com/infra/case/dainichi-consultant.html
https://bim-design.com/infra/case


大日コンサルタントの DX を支える BIM/CIM 自動化戦略

大日コンサルタント様

https://bim-design.com/infra/case/dainichi-consultant.html
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